
■ 支援の見通し

対人関係の悩みは、問題の本質を改善することが難しいため、自己肯定感を高め自信を取り戻させる支援が有効です。ま
た、家庭環境が遠因となっている場合もあり、本人の気持ちの揺れを受け止め安心の場で過ごさせる等の配慮が必要です。

■ 段階に応じた支援

不登校の状態は上図のような段階モデルで表すことができます。
事例ⅠとⅡは、「前兆期」や「初期」に出された何らかのSOSサインに気付いた教員に
より、ルポン入室につながった生徒が「ひきこもりの時期」や「蠢 きの時期」を

経て学校復帰や卒業に至るまでの過程を示したものです。
事例で見る通り、不登校状態の生徒は小さな出来事でも心境に影響し、気持ちが沈んだ
り上向きになったりします。また、回復には一定の時間と段階に応じた支援が必要です。

事例Ⅰ

対人関係の悩みから不登校に

◆不登校の段階モデル ※このモデルに当てはまらない事例もあります

この事例における学校は、本人の様態に合わせた柔軟な
対応を行いました。エネルギーが低下している「ひきこもり
の時期」では、学校のすべてを拒否する本人の恐怖心を理
解し、本人の行動を否定せず強制的な指示にならない配
慮を行いました。
「気にかけつつ見守る」期間を経てエネルギーが溜まり始
めました。溜まったエネルギーは、学習支援による自信の回
復や、大学進学という目標設定に発揮されました。

前向きな言動が増えた「蠢きの時期」になってから、積極的
に進学や卒業に向けた支援を行いました。卒業への不安に
よる動揺は最後までありましたが、ルポンでも課題の進捗
状況を一緒に確認し、卒業への希望を見失わないよう支援
しました。
困難を乗り越えた成功体験が卒業式参列につながりま
した。

支援のポイント

本
人
の
様
態

学
校
の
対
応

￭ 教室に入れなくなって初め
て本人の悩みに気付く。

￭ 保健室や別室で過ごすこと
を認めるが、学校にも入れ
なくなったためルポンを紹
介。

￭ 本人は、「学校に入ることができない」と補習
や補講をすべて拒否したため、オンライン授業
を受けることを提案。

￭ 学校登校は、他生徒に会わないよう夕方に
設定。

￭ 課題は、本人の負担とならない分量に調整。

￭ 本人の気持ちが前向きに
なったことを見極めた後、
少しずつ課題の分量や、
進路指導の機会を増やす。

￭ 本人の希望に沿った補習
を開始。

￭ 課題が完成すれば卒業で
きると伝え、本人に見通し
を持たせる。

￭ 卒業への見通しを具体的に提示し、本人
の最後の頑張りを支援。

早期発見・早期対応 気にかけつつ見守る
本人の言動を否定しない

積極的な支援 気持ちの揺れを受け止め、
本人が乗り越えることを信じる

初期

志望大学を決める

ワークや会話が前向きになる

誰もいない校内を

歩く練習をする

学校に補習を希望する

ルポンに来る時間

が早くなる

大学に

合格する

教室に入れ

なくなる

登校できなくなる

教科の補習・補講を拒否

人の目が気になると

担任に打ち明ける

他校の通室生徒が

利用しているのを

見て、オンライン授

業を受け始める オンライン授業

を受けた科目の

考査成績がよい ルポンでのワーク中、「人生

のゲームに疲れた」と発言

学校行事の日に登校し、

別室でカーテンを閉め、

真っ暗な中で過ごす

影絵やワークに熱心

に取り組むが、課題

には身が入らない

提出した課題が

不十分と判断さ

れ追加される

課題が認め

られ卒業が

決まる

卒業への不安

が高まる

追加の課題に

「できない」と

涙する

「担任にお世話になった

ので」と卒業式に参加し

たいと思うようになる

家庭内不和

に悩む

薬の副作用があ

りしんどい日々

が続くが耐える

受験勉強に

身が入るよ

うになる

不安な気持ちに

耐え、課題に向

き合おうとする

オンライン授業が

楽しみになる

クラスが合わない、空気感がイマイチだと思い始める

クラス内の話し声が自分のことを言っているように思える

クラス委員の責務が負担になる

「悪口を言われた」と思う

他の同級生とも会いたくなくなる

気持ちが沈み、

悪いことばか

り考える日々

担任に「気にし
なかったら慣れ
る」と励まされ、
反発する

ひきこもりの時期 蠢きの時期 復帰期

本生徒は、クラス内に親しい友人ができず、ク

ラス内の会話が気になるようになり、また、本

人の心情に影響を与えるような家庭環境も遠

因となって登校できなくなりました。ルポンに入

室した当初は学校のすべてを拒否する言動ば

かりでしたが、次第に学習支援を受け入れる

ようになり、進路実現と卒業に向かうことがで

きるようになりました。

※事例Ⅰ・Ⅱは、いずれも実際の事例を複数組み合わせたものです。(別添) 事例で見るLe pont

ルポン
入室

卒 業



◆不登校の段階モデル ※このモデルに当てはまらない事例もあります

事例Ⅱ

学業不振から不登校に

■ 支援の見通し

この事例の場合、学業不振に悩み不登校となった背景要因の一つが、対人緊張でした。「授業が分からない」「課題がで
きない」等、悩みや困りごとを教員や友人に打ち明けられず、 一人で頑張ろうとして心身ともに不調になってしまいました。
また、保護者からの期待もプレッシャーとなっていて、家庭でもリラックスできなかったのかもしれません。

■ 段階に応じた支援

この事例における学校は、「ひきこもりの時期」も教室復帰
に向けた声掛けをしましたが、心身の不調が続きました。そ
のためケース会議で支援の方向性を協議し、無理のない
通室に切り替えたことで身体的な不調が回復し、復帰への
エネルギーが溜まり始めました。
「蠢きの時期」になってから、本人は前向きな気持ちで学
校からの課題に取り組むことができ、分からないところを教
員に質問したり、補習をしてもらったりしたことで、学習への
恐怖心が和らぎました。

「蠢きの時期」であっても、不登校生徒にとって教室復帰の
ハードルはかなり高いものです。本人とできそうな方法をよ
く話し合い、成功の可能性が高いスモールステップからチャ
レンジすることで少しずつ自信を回復させました。
「引きこもりの時期」を信じて待つためにも、早期発見・早
期対応が重要なポイントでした。

支援のポイント

本
人
の
様
態

学
校
の
対
応

進 級
教室復帰

ルポン
入室

早期発見・
早期対応

早期復帰をめざす 信じて待つ 積極的な支援（多種多様な支援）

￭ 欠席が増えたこと
から本人の悩みを
知る。

￭ 学習支援としてオ
ンライン授業を提
案したが本人が受
け入れなかったた
め、ルポンを紹介。

￭ ルポン入室後は、学び
の継続と、早期の教室
復帰をめざし授業への
参加を促す。しかし、教
室復帰に向けた声掛け
は本人の様態を上向き
にすることができな
かった。

￭ ルポンとケース会議を実施。身体的な不調の
回復を最優先とし、気にかけつつも見守るこ
ととする。

￭ 課題の量を少なめに調整し、教室復帰等の提
案を控える。

￭ 本人が課題に前向きに取り組むことができるように
なったため、進級に必要な課題を準備するとともに補
習を行うなど、教室復帰に向けた学習支援を増やす。

￭ 教室復帰に向けたチャレンジを提案。本人とよく話し
合い、できそうな方法を提示。

￭ 教室復帰へのチャレンジは、無理をせず踏めるステッ
プから開始し、１つのステップごとに次のステップや改
善点などを本人と話し合って確認し、一つ一つの成功
体験を積み重ねることで、自信を回復させる。

欠席が

増える

登校でき

なくなる

オンライン授業

を提案されるが

拒否

他校の通室生徒に

自分のことを話す

学校登校の際、

授業を受けるこ

とを促される

担任の電話に出ない

体調が戻るまで、ルポンへの通室

は毎日ではなく、午後からとする

学校から出された課題をルポンスタッフ

と確認・整理して優先順位をつけるなど

して、取組みのプランニングを行う

リラックスした姿勢で学習するよう

になり、課題を順調にこなす

午前中から通室できるようになる

教室復帰のチャレンジを始める

(特定の曜日に４限から）

教室復帰しやすい曜日を

学校に申し出る

２限から出席でき

るようになる

一部未修得科目

があるが、進級

が認められる

授業を受けないと

進級できないと言

われショック

前向きな

気持ちになる

初期 ひきこもりの時期 蠢きの時期前兆期

通室生徒との

交流に気持ち

が和む

授業が受けられない

ため、「留年」と言わ

れるのを怖がる

まとまった睡眠が

とれるようになる

課題は内容が

理解できず

気乗りしない

「課題がこなせない」「提出物が出せない」と、

一晩中悩むことが多くなる

教室に入りにくくなる

不眠が続くが、

遅刻すること

ができない
学校復帰への自信

が持て始める

教室復帰しやす

い教科や曜日を

考える

本生徒は、入学直後から日々の課題がこなせず、次第に

朝まで悩むことが多くなりました。クラス内の他生徒に対

し臆する気持ちが強くなり、保護者の期待もプレッシャー

となって、やがて登校できなくなりました。ルポン入室当

初は課題がこなせず、体調もすぐれませんでしたが、体

調を整え、対人緊張がほぐれると前向きに学習に取り組

むことができるようになりました。
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